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サパテイカル期間における研究経過・成果報告書

平成 27 年10 月14日

国立大学法人茨城大学長 殿

所属・職名 人文学部・教授

氏 名 井上拓也

下記のとおり、 サパテイカル期聞が満了しましたので、 研究経過・成果等を提出いたします。

サパテイカル制度を
利用した期間

平成27年4月l日 ～平成27年9月30日

①研究経過について
（利用期間を月単位

などに区分して、具体
的な研究経過を 記入
して下さい。）

②研究成果について
（目標の達成状況及

び研究成果の公表予
定について記入して
下さい。）

百U料引1・費課閥lこ闘してL サλティカ7レ申関当初は5月IE予定されて引
た国際消費者機構（Consumers International）の世界大会がn月に延期
された止め、そこでの取材を前慌に組んでいた各国訪問の実施が遅れ、全
般的に遅れが生じてしまったω

単著刊行に向付て、これまで執筆してきたアメリカの消費者団体に闘すl

る原稿をまとめる作業については、後半部分の原稿をリライトするため、
11月に再度アメリカで取材する必要性が生じている。

消費者団体に閲する研究と並行して予定していたi 東北地方に長期滞
しての地域の社会的つ Iながりの研究に関しては、担当する授業などとの関
係で水戸に居住せざるをえなかったため、同様に本年度が完成年度ーである
本学戦略的地域連悦推進プロジェク卜「孤独死防止を中心

F

とする見守り活
動の推進に関する研究」の一環とし -C.1�学WHこ実施するO .. 

日本の消費者団体に閲する原稿は『宏、大学人文学部紀要』にl回、 ヨ

ーロッパの消費者団体に関する原稿は『生活協同組合研究』r�2回、 そ；！＇LI
ぞれ11月以降に宥L稿する。


